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◆ 目次



本日は、地域脱炭素化促進事業の促進区域設定にかかる道の基準について、

道基準の「考え方」と「たたき台」の内容（区域の設定等）をご審議いただきます。
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１. はじめに

本日の趣旨



２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）

２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（１）

促進区域の設定に関する環境省令で示されている考え方に基づいて、道基準の基本的な考え方を定める。

２-１. 道基準の基本的な考え方（案）

○ 客観的かつ科学的な知見に基づいた情報を設定

○ 道の地方公共団体実行計画との整合

○ 地域の自然的社会的条件に応じた環境の保全への適正な配慮を確保

○ 再生可能エネルギーの潜在的な利用可能性を踏まえる
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（２）

○ 環境影響評価法対象事業の環境配慮と整合を図る

・ 促進区域内で行われる地域脱炭素化促進事業と、促進区域外で行われる同様の再生可能エネル
ギー事業に対して、求める環境配慮が異ならないように、環境影響評価（以下「アセス」という。）
法に基づく配慮書手続で求める環境配慮と、道基準で設定する環境配慮の整合を図ることとする。

○ 市町村が本制度を活用し、地域の脱炭素化を検討する余地を確保

・ 市町村が地域の要望や地域住民の意見等を吸い上げ、地域の実状に応じて本制度を活用した、
脱炭素化促進事業を検討できる裁量の余地を残せるように、許可申請等の手続を行えば再生可
能エネルギー事業を実施できる可能性がある区域については、促進区域の検討ができるよう、道
基準を定めることとする。

２-２. 道基準の設定による影響に配慮（ⅰ）

（環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（地域脱炭素化促進事業編）2022年４月 P27 参照）
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（３）

［市町村と地域が事業区域を検討した例］

２-２. 道基準の設定による影響に配慮（ⅱ）



２-３. 促進区域の設定に関する都道府県の基準

促進区域の設定に関する環境省令によって示されている都道府県の基準の構成は次のとおり。

❶ 市町村が促進区域に含めることが適切ではないと認められる区域 （省令第五条の四第２項第一号）

❷ 考慮対象事項等 （省令第五条の四第２項第ニ号）

№ 事項等

ア
施設の種類ごとに省令で掲げる環境配慮事項のうち、市町村が促進区域を定めるにあたっての考慮すべき事
項（考慮対象事項）

イ 考慮対象事項ごとの環境保全への適正な配慮を確保するための考え方

ウ 考慮対象事項を考慮するにあたり収集すべき情報

エ 収集すべき情報の収集方法

❸ 適用除外 （省令第五条の四第５項）

❹ 特例事項 （省令第五条の四第３項）

２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（４）
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（５）

市町村が促進区域から除外する区域として道が設定する基準は、国の基準の考え方を参照し設定する。

２-４. 市町村が促進区域に含めることが適切ではないと認められる区域（案）

市町村が促進区域から除外する区域の
基準名称

設定の考え方

❶
市町村が促進区域に含めることが
適切ではないと認められる区域

環境の保全に支障を及ぼすおそれがないように措置する観点から、
法令に基づき、その範囲が明確に定義され、図示されている区
域であって、施設の設置を原則認めないこととしている又は禁止
を行政指導している区域

市町村が促進区域から除外する区域の
基準名称

設定の考え方

① 促進区域に含めない区域

環境の保全に支障を及ぼすおそれがないように措置する観点から、
法令に基づき、その範囲が明確に定義され、図示されている区
域であって、当該区域内においては地域脱炭素化促進施設の
立地を原則認めないこととしている区域を定めている。

[ 国の基準 ]

[ 道の基準 ]（案）

（環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（地域脱炭素化促進事業編）2022年４月より引用）
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（６）

２-４. 市町村が促進区域に含めることが適切ではないと認められる区域（案）

道基準「❶市町村が促進区域に含めることが適切ではないと認められる区域」の “たたき台” について、
別紙１-１をご参照ください。

内容が多岐に渡るため、別紙１-１をご参照ください。



２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（７）

市町村が促進区域を検討する際に考慮を要する区域・事項として道が設定する基準は、国の基準の
考え方を参照し設定する。

２-５. 考慮対象事項等（案）

市町村が促進区域にする際には考慮を要する区域・事
項の基準名称 設定の考え方

❷

考慮対象区域
法令や条例等の基準の遵守や、許認可等手続を経れば施設の設置が可能
であるものの、地域の自然的社会的条件に応じて環境配慮が必要な区域

考慮対象事項
法令や条例等の基準の遵守や、許認可等手続を経れば施設の設置が可能
であるものの、地域の自然的社会的条件に応じて環境配慮が必要な事項

市町村が促進区域にする際には考慮を要する区域・事項
の基準名称 設定の考え方

②

促進区域に含む場合には、指定の目
的の達成に支障を及ぼすおそれがない
と認められることが必要な区域

促進区域に含めないこととするとまでは言えないものの環境の保全に支障を
及ぼすおそれがないよう措置する観点から考慮が必要な区域。
環境保全の支障を防止する観点から再エネの立地のために一定の基準を満
たすことが法令上必要な区域を定めている。

促進区域の設定の際に、環境の保全
に係る支障を及ぼすおそれがないと認
められることが必要な事項

促進区域に含めないこととするとまでは言えないものの性質上環境の保全
に支障を及ぼすおそれがないよう措置する観点から考慮が必要な事項。
環境保全の支障を防止する必要性が高いものの、性質上区域での規制が
行われていない事項を定めている。

[ 国の基準 ]

[ 道の基準 ]（案）

（環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（地域脱炭素化促進事業編）2022年４月より引用）
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２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（８）

２-５. 考慮対象事項等（案）

道基準「❶市町村が促進区域に含めることが適切ではないと認められる区域」の “たたき台” について、
別紙１-２及び１-３をご参照ください。

内容が多岐に渡るため、別紙１-２及び１-３をご参照ください。



２. 道基準の考え方及びたたき台について（案）（９）

○ 適用除外とは、❷考慮対象事項等の全てを適用しないとすることができる基準のことで、省令上は、
アセス法の対象規模未満の事業に設定が可能

２-６. 適用除外（案）

道基準の全てを適用させない定めの基準名称 設定の考え方

❸ 適用除外
北海道アセス条例の対象規模未満の事業を、適用除外の対象
とする

[ 道の適用除外 ]（案）
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○ 道では、北海道アセス条例の対象規模未満の事業に、アセス手続を求めていないため、地域脱炭素
化促進事業にのみ、全ての規模の事業に対して道基準で環境配慮を求めることは、現行条例と不整
合が生じる

○ 現行条例を超えて新たな義務を課さないために、道の適用除外は、北海道アセス条例の対象規模
未満の事業に設定する

２-７. 特例事項（案）

○ 特例事項とは、事業の規模、設置の形態、場所を限定して、❷考慮対象事項等の中から一部のみ
を適用する事項を選別できる基準のことで、アセス法の対象規模未満の事業に設定が可能

○ 道では、アセス手続において、事業の規模、設定の形態、場所に応じて求める環境配慮事項を減ら
すことはしていないため、道基準においても、特例事項は設定しない



３. 道基準の設定と関係する規制法・
アセス法の関係について
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３. 道基準の設定と関係する規制法・アセス法の関係について


